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実践と理念の共有を！ 
夏の全体会「ヤングケアラーを知っていますか？」 

 

社会福祉法人萌では、職員の全体研修会を毎年

２回(夏・冬)行っています。職員のスキルアップとと

もに、法人の理念・方針を理解した実践を共有し、法

人職員としての意思統一を図ることを目的としてい

ます。 

今年の夏の全体会は、コロナ感染状況を踏まえ

動画視聴の形で行われ、法人内外で受講した研修

の報告と基調講演がありました。 

基調講演では、「ヤングケアラーを知っています

か?」と題して立命館大学の斎藤真緒先生からヤン

グケアラーの概要と支援に必要な視点について、ま

た、精神障害のある親のケアをしてきた当事者から

自身の経験と必要な支援についてお話いただきま

した。 

お話の中で次の３点が印象に残りました。 

① 人生の土台作りをする子ども・若者の時期に、

家族として、自分がケアラーと意識せずにケア

を担っているという固有の状況があること 

② 社会問題の一つとして「ヤングケアラー」が取り

上げられ、全国の自治体で「ケアラー支援条例」

ができてきている一方、介護の社会化と言われ

ても、現状は家族がケアを第一義的に担わざる

を得ない制度・社会のしくみであること 

 

③ 家族まるごと支援、すべての世代に対しての多

様なケアラーに対する支援の視点が必要であ

ること 

 

私たちの実践の中で取り組むことは、 

① 普段の支援の中で、ケアラーがケアする人=利

用者本人へ必要な支援がきちんと行き届いて

いるかをしっかりと検証すること 

② 家族やヤングケアラーと言われる子どもにも自

分の人生を選択する権利があり、それを保証で

きるように、ケアラーに寄り添った支援をしていく

こと 

③ ケアラーのニーズを把握し社会に発信していく

こと、そして、全てのケアする家族に対しても、社

会全体で支えるしくみを作っていくこと 

 

ヤングケアラーと言われる子ども・若者だけでな

く、精神障害のある当事者のいろいろな世代の家族

に対して、ケアの担い手としての役割を期待するの

ではなく、家族が自ら望む生活・人生を歩んでいけ

るような社会を作っていきます。 

【福祉統括部長 山本桂子】 
 

ヤングケアラーとは家族にケアを要する人がいる場合に、大人

が担うようなケア責任を引き受け、家事や家族の世話、介護、感

情面のサポートなどを行っている、１８歳未満の子どものこと

（国によって定義は異なります。日本ケアラー連盟の定義から） 
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待ってました！どんどこまつり！  
 
生駒の夏といえば「どんどこまつり」というほど市

民に愛されています。その活気のあるお祭りが新型

コロナウイルス感染症拡大に伴い、中止及び納涼

花火のみの開催が２年間続いていました。 

今年はコロナ対策を実施しながら、たけまるホー

ルやベルテラスいこま、生駒駅前を中心に新しい形

で行われました。 

２年ぶりのまつりは大盛り上がり。出店に声をか

けてもらい、はななで作った焼菓子を販売し、市民

の皆さんと交流できる機会を得られて嬉しく思って

います。 

当日店番をした利用者からは「楽しかった。次出

店する時は、コロナを気にせずお客さんの呼び込

みをしたいな」と話していました。 

街の活気が戻りつつあり、私たちも「地域とのつ

ながり」を意識した関わりを今までと変わらず築き

上げていきます。 

 

 
３年ぶりの対面実施！！  
 

コロナ禍でYouTube配信での実施が続いてい

ました IKOMA サマーセミナー（※）が８月２１日

（日）たけまるホールで行われました。 

「こころの健康も大切に」という３時間目の授業

で、教室に集まった15人の参加者に「えのやん＆

ひろやん」の体験談発表を伝えました。 

「生の声での体験談はとてもわかりやすく、ため

になった」「最初に病名を聞いた時、地獄だと思っ

たのに、今はこうして、病とうまく付き合いつつ、頑

張っておられるのですね。すばらしいです」などの

感想がありました。 

リモートでの研修も便利ですが、対面でこそ伝わ

る思い、熱量を感じた有意義な時間でした。 

 

（※）IKOMAサマーセミナー 

「だれでも先生」「だれでも生徒」を合言葉に、市民の皆さ

んが「１日限りの先生」になって楽しい学びの機会を提供

しあう「まちの学校」です。 

主催：IKOMAサマーセミナー実行委員会 

事務局：生駒市生涯学習課 
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生活支援ｾﾝﾀｰコスモールいこま 0743-73-7000 地域活動支援ｾﾝﾀｰコスモールいこま 0743-73-0900

ひ だ ま り 0743-85-4196 コミュニティスペースはなな 0743-73-1050

グループホーム楽都 0743-73-0141

生　駒　エ　リ　ア

活気が戻り、楽しく販売できました！ 

自分の体験を熱く語る、えのやん(左)、ひろやん(右) 

 

 

ひとりぼっちをゼロに          ピア電話相談 「なごみライン」 
「ピアスマイルいこま」の電話相談が 11月から月 2回に増えます。また、名称が「ピアス

マイルいこま電話相談」から「なごみライン」になります。 
 

日にち：毎月第 2火曜日・第 4日曜日 （体調により休むこともあります） 時間：14時～16時 

対象：精神障がいのある人  費用：通話料がかかります 

電話番号  
080-6225-0780 

 



 
相互理解を深めるために 
 
「にも包括ワーキンググループ」(※)は、大和郡山

市の強みである「顔が見える関係」をさらに一歩

深めるためにケース研究を行っています。 

架空のケースをもとに、病院や訪問看護、行政

機関、福祉事業所などがどのような役割を担える

のか、各々の視点や特徴・強みを知ることで、より良

い支援が行えることを目標にしています。 

第１回のケース研究では医療中断となっている

当事者への支援や、精神科での任意・強制入院、

治療について等参加者で意見を交わしました。 

同じ当事者に関わる時にも立場により各々の視

点があり、新たな気づきや役割の違いについて知

ることが出来ました。 

支援の中で困ったことを振り返り、支援機関の

役割、機能を正しく理解しあい、地域全体で連携を

円滑に行えるように継続してケース研究を行います。 

(※) 大和郡山市地域自立支援協議会で行っている精神障害にも対応した

地域包括ケアシステムの構築について協議しているワーキングチーム 

 
大和郡山市障害者家族教室のお知らせ 
 

大和郡山市は毎年障害者家族の方に向けて、

家族教室を開催しています。 

障害や病気、関わり方について学べる場となって

いますのでぜひご参加下さい。事前の申し込みは

不要です。 
 

第 1回 10月 18日（火）14：00～15：30 

「統合失調症と気分障害について～薬のお話も含

めて～」 

講師：奈良県総合医療センター濱野泰光 医師  

第 2回 11月 28日（月）14：00～15：30 

「家族として当事者にどうかかわっていくか」 

講師：梅花女子大学心理学科 瀧本優子教授 
 

場所：大和郡山市市民交流館 

お問い合わせ先：大和郡山市障害福祉課 
 
 

 

何の秋？食欲の秋！～お食事選手権～ 
 

郡山エリア各所の利用者の皆さんが食べている

栄養・愛情満点の食事を一挙ご紹介！日々の暮ら

しにはやっぱりおいしい食事は欠かせません。 
 

彩食キッチン Bon

は色鮮やか。「シフト

も美味しいご飯で

頑張れる！」「健康

の秘訣は野菜多め

のお昼ご飯」と好評

です♪ 

BonＣａｆｅはしっか

り「お肉」のガッツリ

満腹系。もちろん栄

養バランスばっちり

です。店舗のデザー

トが出るラッキーデ

イもあります。 

ふれあい工房はレス

トランの賄いや調理

職員、ボランティア

の手料理と多様で

す。栄養バランスが

良く、ボリューム満

点!みんなの健康と

パワーの源です。 

グループホームもえ

ぎ館・みらい館は、

家事サポーターさん

が作ってくれます。メ

ニューも豊富で、お

いしくボリュームも

あります！ 

地域活動支援セン

ターふらっとは、その

日に集まったみんな

でメニューを決めて

作ります。美味しく

栄養バランスの良

いものを試行錯誤

して作っています！ 
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かぼちゃの皮まで食すのがＢｏｎの流儀 

手作りプリンはお客様にも好評 

愛情いっぱい、お腹いっぱい！ 

家庭的なメニューと味付けがポイント 

みんなで作ると美味しさアップ！ 



 

第４期中期計画  
西和エリアの取り組み 

 

西和エリアでは、法人の中期計画（詳細は萌風

香春号をご参照ください）に基づき、表①～③でテ

ーマを絞り、エリアの中期計画を進めています。 

 

① 未来につながれ！（B-1） 
 
コロナ禍により、入院患者の外出や外泊、面会

ができない厳しい状況が続いています。 

そのような中でも、何かできることはないかと検

討をし、ハートランドしぎさん（以下、同病院）との

交流会を継続しています。 

８月２日、同病院の地域医療連携部の相談員

から、病院の概要と新型コロナウイルスが地域移

行に与えた影響について教えていただきました。 

これまで当たり前にできていた外出支援ができ

ないことで職員自身の退院支援についての知識

や経験が増えないとのことでした。 

質疑では、「なぜ長期入院になってしまうのか」

など、率直な質問や意見が飛び交いました。「病

院」と「福祉施設」という働く場の違いはあります

が、地域移行を共に進めていけるよう、今後も交

流を深めていきたいです。 

 

② “居場所”を考える（C-1・2） 

 

生きることに苦労を抱えているのは、障害者だ

けではありません。 

障害だけではなく、ひきこもりがちな生活になっ

ている人や、人間関係に難しさを感じている人な

ど、苦労をしている人がいます。 

そのような人たちが行き場所や居場所がなく苦

労している現状がありました。そんな思いからこの

テーマが決まりました。 

まずは、職員間の共有認識づくりや情報収集か

ら取り組んでいきます。 

 

 

③Give＆Ｔａｋｅな仕組みづくり
（Ｃ-2） 

 

これまで実施してきた「西和ふれあいまつり」

「フードドライブ事業」を通じて、ありがたいことに

西和７町内の様々な企業や商店、飲食店との接点

を持つことができました。 

イベントの時だけでなく、日常的につながりを持

てるような仕組みを模索しています。 

連絡手段の主流となっているＳＮＳ（ＬＩＮＥ）をう

まく活用し、「協力できる人」と「必要としている人」

をマッチングできる仕組みづくりを検討中です。 

本取り組みから、もっと西和７町内の地域の資

源（人も含めた）を知り、様々な人たちと顔が見え

る関係づくりもできたら良いと思っています。 

① 「コロナ禍における（地域移行支援の確立）

長期入院の解消に向けて（Ｂ-1） 

②病気・障害関係なく誰でも集える居場所づく

り（Ｃ-1・2） 

③地域貢献や住まい支援等に繋がる企業との

協働事業の創設（Ｃ-2） 
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今ではオンラインも慣れてきました! 

意見を出し合いイメージを共有 



 
地域の生き活きにも貢献したい 
～えいぶるで 2年越しお披露目式～ 

 
２０２０年に内本町に移転したえいぶる。コロナウ

イルスの感染拡大の影響でできていなかった竣工

式に代わり、お披露目式を開催しました。 

式典に出られなかった利用者も含めて施設内の

飾りつけや原稿づくりを行いました。机を飾る花飾

りを作って持ってきてくれるパート職員や、当日にお

菓子などの差し入れもあり、多くの人の力を借りな

がらの準備となりました。 

当日は雷も鳴る大雨にもかかわらずすみれ会

（家族会）や大和高田市の障害福祉課、近隣の地

域住民やその他関係機関からの参加があり、無事

に開催。利用者が代表し「こういったきれいな建物

で活動を頑張ることができて嬉しいです」と挨拶を

しました。 

 

式典の後は施設内を見学。パワーポイントを作

成し、製菓作りだけでなく物品販売やコスモスプラ

ザでの喫茶店など、所外活動を紹介しました。 

また、仕事内容だけでなく、サロンや面談室も案

内した際に、参加者から「仕事以外のゆっくり休め

るスペースも大切なんですね」「地域には独居のお

年寄りも多いので、１階のフリースペースもそういっ

た事業などに活用できたら良い」といった声が聞

かれました。 

 

利用者からは

「コロナ禍なので

小規模と聞いてい

たけれども、思って

いたより来客が多

くて利用者代表挨

拶のスピーチをするのに緊張した。最後に所長とえ

いぶるの商品を PRできた」と話していました。 

茂野由紀子所長は「地域の皆様に足を運んで

いただき本当にありがたいと感じています。メンバ

ーだけでなく地域の方の「生き活き」にも貢献でき

るような存在になっていきたいです。」と語ります。 

えいぶるの活動をより知ってもらうことができた

日となりました。 

 

優生思想通じて「当たり前」を点検 
～国賠訴訟学習会に参加～ 

 
高田エリアでは、精神科病院の社会的入院の解

消を目指すワーキングチームがあり、病院との交流

会などの活動を続けています。 

今回は、社会的入院が起きてしまう背景を学ぶ

ため精神国賠訴訟の勉強会に参加しました。 

テーマは「選別の論理と歴史と精神障害者」で

す。優秀な遺伝子を保護し、劣っているとみなされ

た遺伝子を排除するという優生思想の歴史を学び

ました。  

研修後は、ワーキングチームで講義内の「最初

はおかしいと思っていたことが慣れてくるとおかし

いと思えなくなる」という話について、普段の私たち

の関わりや当たり前になっていることを改めて点検

する必要性や、誰もが安心して居ることができる居

場所作りの大切さについて議論しました。 

研修内容は高田エリアの会議でも報告し、その

場でも普段の実践を振り返りながら話し合いが行

われました。 

社会的入院はすぐに解消できる課題ではありま

せんが、「退院が難しい状態だから仕方がない」

「コロナウイルスの影響があるから難しい」ではな

く、医療機関のドアをノックし関わりを続けることが

その人の人権を守るためにも必要なことだと改め

て実感することができた勉強会でした。 

Ｋ Ｓ ＫＱ萌風香（ No.78）  第 3 種郵便物承認  通巻 10367 号  2022 年 10 月 21 日発行（ 5）  

生活支援ｾﾝﾀｰなっつ 0745-23-7214 地域活動支援ｾﾝﾀｰなっつ 0745-23-8105

マインドホーム高田 0745-23-8072 お か わ り 0745-23-5625

え い ぶ る 0745-52-5752 あっとほーむ香芝 0745-44-8023

高　田　エ　リ　ア

代表で挨拶をする利用者 

えいぶるの活動を紹介しました 



 
多種多様な発表に刺激いっぱい! 

～エリア視察研修体験記～ 
 
残暑厳しい９月２日、遠路はるばる群馬は高崎

の地に降り立ちました。 

なぜ、こんな遠方に行ったのか。それは、エリア視

察研修の一環で「日本精神保健福祉士協会全国

大会ｉｎぐんま」に参加するためです。 

２日目の分科会に参加しました。若手からベテラ

ンまで幅広い世代の専門職が実践報告や研究発

表がされていました。 

内容は、「コロナ禍で急増した自殺の予防」「当

事者研究を用いた個別支援」などのケースワーク

からソーシャルアクションまで、幅広い実践や研究

の発表がありました。 

特に自分と同世代の専門職が、実践報告を堂々

と発表している姿を見て刺激を受けました。 

全国大会に参加したことで、様々な分野にわた

り幅広く精神保健福祉士が活躍できることを新た

に認識し、視野が広がったことを実感しました。 

今回得た学びを胸に、群馬名物のだるまのよう

に七転び八起きの精神で頑張っていきたいと思い

ます！ 
 

           

  
圧巻の世界遺産 富岡製糸場！ 

 

ローカル私鉄、上州電鉄高崎駅からのどかな田

園風景を眺め、電車にゆっくり揺られながら４０分、

で富岡駅に到着します。そこから、徒歩１５分ほどで、

赤い煉瓦造りの建物が見えてきます。 

明治初期、日本の急激な近代化と殖産興業をけ

ん引する当時最新鋭工場だった富岡製糸場です。 

約１５０年経ちますが、建設当時と変わらないま

ま残っている洋風の建物に驚きました。 

ガイドさんに場内を案内してもらい、一番印象的

だったのは、繰糸所です。 

通路の両側に、操業停止当時のまま自動繰糸

機がズラリと並び、高い天井、奥行きの広さが圧巻

です。女工さんが、立ちながら並んで作業する光景

が浮かんできそうです。 

当時は電気もなく窓ガラスからの自然光で作業

をしていたとのことです。 

また、開業当初に使用していたフランス式繰糸

器で糸とりの実演実施があり、間近で見学をしまし

た。繭から、かなり細い生糸を１本取り出して、最終

的には複数の糸で束にして生糸にしてく本当に根

気のいる細かい作業です。 

群馬はもともと桑畑も多く、養蚕業も盛んで石炭

も豊富だったことや、広い敷地が取れるということ

からこの地が製糸場に選ばれました。 

日本の近代化や富岡製糸場の歴史を学べたこ

とは、とても有意義な時間でした。 

１１５年間一度も休止することなく連続操業を行

い昭和６２年に創業が停止された世界遺産・富岡

製糸場に是非足を運んで、その歴史を肌で感じて

頂ければと思います。 
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ゆるキャラぐんまちゃんとハイチーズ！☆ 

画像提供 富岡市 
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2022 利用者投稿コーナー   テーマ「コロナと私」 
毎日着けるマスクについての作品が目立ちました。早くマスクの要らない社会に戻って欲しいものです。 
たくさんのご応募ありがとうございました！ 
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▽地域家族会の情報 
 
詳細は まほろば会（NPO奈良県精神障害者家族会連合会）  

TEL:090-9213-2731 FAX:0742-51-5506  https://nijiironokaze.jimdo.com/ 
名称 月例会 時間 場所 問い合わせ先 電話番号 

さくら会 
（大和郡山市周辺） 

第3日曜日 13：30～ 三の丸会館 会長関野 0743-54-6375 

ひだまり会 
（生駒市周辺） 

第3土曜日 13：30～ 
市民活動推進センター 
ららポート 

会長上村京子 0743-78-0885 

西和家族会 
（西和7町周辺） 

第4土曜日 13：30～ 王寺町やわらぎ会館 西村 0745-74-6203 

すみれ会 
（大和高田市周辺） 

第3日曜日 13：30～ 大和高田市中央公民館 三島 090-9889-7984 

のぞみ会 
（橿原市周辺） 

第2日曜日 13：30～ 
県心身障害者 
福祉センター 

ぴあぽ～と 0744-24-2020 
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Ｍ 
★萌風香の購読★ 
萌風香は年 4回 1500部ずつの発行です。皆様のお手元に届いた後、萌のサービス
利用者以外の方で「引越しして住所がかわった（住所変更）」「次からは送ってもらわなく
ても結構です（購読中止）」という場合、お手数ですが必ず萌風香編集部ひだまり
（0743-85-4196）までご一報くださいますようよろしくお願いします。 
 

新型コロナウイルスの影響で、各例会の開催が中止・延期など変更されています。 
詳しくは、下記の各団体・お問い合わせ先にご確認ください。 

さくらんぼ便り 
ホームヘルプステーションさくらんぼ 

0743-54-0800  ライク通信 
なら西和障害者就業・生活支援センターライク 

0743-85-7702 

知恵袋のおすそ分け 

「ハンバーグの具にジャガイモのすりおろしを入れ

たらふんわり仕上がる」「片栗粉を牛乳で溶いたら即

席ホワイトソースになる」「使い古した歯ブラシに歯磨

き剤を付けて洗面台を磨く」「小さく丸めたアルミホイ

ルを 2つほど排水口に入れておくと、ぬめりや臭いを

防ぐ」等々、ちょっとしたコツや秘訣の情報源は利用

者さん、メディア、人生の先輩など様々。 

その文末に「のだそうですよ」をつけて、支援の中

で豆知識のやり取りをするのは密かな楽しみです。 

押し付けにならないように配慮しながら、奇抜すぎ

て苦笑するしかないことも含めて、「へえーっ」となご

めるひと時をプラス。 

自分の生活に関心を持つきっかけとなれば、とそん

な思いも入った知恵袋です。 

 

 
IPSの勉強会を実施 

ライクでは複雑多様化する働き方や、障害者雇用

の施策や情勢に対応すべく、職員のスキルアップや、

関係機関と連携を強化する取組みを進めています。 

今年度は個別の就労活動支援と職場定着支援を

中心とした就労支援モデルである「IPS」についての

学びを深めることをテーマとして、８月２日に関係機関

と合同での勉強会を行いました。 

勉強会では IPSが開発された背景や内容につい

て確認した上で、意見交換を行い、その中で「リカバ

リー」や「ストレングス」について、理解を深める必要

性があると確認しました。 

今後は更に事前学習を進めながら、実際に IPSプ

ログラムを実践している事業所への視察を行う予定

です。 

 

 

▽萌 後援会からのご案内 
 
萌後援会は「社会福祉法人萌」の活
動を支援していただける皆様を募集し
ております。 
主な目的は法人事業の支援や寄付
を行なっています。 
会費の納入及び寄付の受付口座は 
郵便振替 社会福祉法人萌後援会 

00920‐4‐221824 
後援会事務局（萌総務部内） 
 0743-54-0821（大東） 

 

 

▽ハートフルこおりやま 
精神障害者の社会参加をすすめる会 

 
「障がいのあるなしに関わらず、誰
もが住みやすい街づくり」をすすめる
当会では、会の趣旨に賛同頂き、活動
に協力して下さる会員さん・ボランテ
ィアさんを大募集しています!!年会費
は１口 500 円（2 口からお願いしま
す）です。 
連絡先：会事務局 ふらっと内 

0743-54-3977（帯田） 
 

 

▽ひだまりクローバー 
生駒精神障がい者後援会  
 
第27回トーク＆ライブひだまり 
クローバー2022開催決定！ 
１２月１０日（土）１３時受付：１３時半～ 
生駒市図書会館市民ホールにて。 
生駒市民吹奏楽団生駒ウインド 
オーケストラのよるコンサートです。 
参加費１０００円（障害者手帳割引あり） 
連絡先：コミュニティスペースはなな内 
0743-73-1050（佐藤） 
 

 


